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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 7,339 ― △69 ― △90 ― △80 ―

20年3月期第1四半期 7,225 18.3 75 ― 50 ― △50 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 △5.43 ―

20年3月期第1四半期 △3.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 22,605 11,379 50.2 761.74
20年3月期 23,518 11,582 49.1 774.86

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  11,349百万円 20年3月期  11,545百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 7.50 ― 7.50 15.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 17,250 ― 580 ― 520 ― 500 ― 33.56
通期 36,000 3.9 1,620 24.6 1,500 19.0 1,160 △7.4 77.85

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1) 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値が異なる可能性があります。なお、業績予想の前提とな
る仮定及び業績予想に関する注記事項等につきましては、３ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参考下さい。 
(2) 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  14,900,000株 20年3月期  14,900,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  127株 20年3月期  127株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  14,899,873株 20年3月期第1四半期  14,899,888株
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【定性的情報・財務諸表等】 

  

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、雇用者所得の緩やかな増加を背景にこれまで

底堅く推移してきた個人消費が落ち込み始め、また、米国をはじめとする海外経済の減速や、原油

をはじめとするエネルギー・原材料価格の上昇、さらには円高などの影響を受けて企業収益が減少

し、国内景気の回復は減速に転じました。 

情報サービス産業界におきましては、国内景気の減速に伴い、全般的にＩＴ投資の増勢は弱まり

つつあるものの、金融商品取引法の施行に伴い各企業が内部統制やセキュリティの強化に本格的に

取り組み始めた影響などにより、需要は底堅く推移しました。しかしながら、顧客企業のＩＴ投資

に対する効率化やコストに対する要請が一段と高まるとともに、中国をはじめとする海外への発注

増加により、当業界の企業間競争は国内のみならずグローバルな規模で激しさを増しております。 

このような状況下、当社グループは、事業拡大に向けた受注確保に注力するとともに、プロジェ

クト管理を徹底し、納期遵守、品質・生産性向上、原価低減を図り、利益拡大に努めました。ま

た、技術力のさらなる強化のため、先端技術の習得やシステム構築力・コンサルティング能力の向

上に全社一丸となって取り組みました。 

売上高につきましては、従前からの厳しい価格競争の影響を受けたものの、全般的に需要は底堅

く推移しました。経常利益につきましては、売上高の伸び悩みに加え、質の高い人材を確保するた

めに労務費および外注費などの売上原価が増加したことにより、当初の計画の範囲内ではあります

が経常損失となりました。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績につきましては、受注高

は72億65百万円、売上高は73億39百万円、経常損失は90百万円、四半期純損失は80百万円となりま

した。 

当第１四半期連結会計期間の部門別概況は、次のとおりであります。 

  

＜ＩＴソリューション＞ 

金融業向けのシステム構築に対する需要が前年度に引き続き堅調であり、また、データセンタ

ーを利用したアウトソーシングサービスの需要も概ね計画通りに推移したことにより、受注高は

42億71百万円、売上高は41億7百万円となりました。 

  

＜プロダクト＞ 

ネットワーク機器などのシステムＬＳＩ設計やファームウエア開発の需要は底堅く推移しまし

た。組込系システム開発は携帯電話やカーエレクトロニクス関連などの需要が減少しましたが、

受注期間の平準化により、受注高は24億46百万円、売上高は27億84百万円となりました。 

  

＜システム機器販売＞ 

 卸売・小売業向けのハードウエア販売は順調に推移いたしましたが、金融業向けのパッケージ

販売が前年度の旺盛な需要の反動により減少し、また、従前からの価格競争の更なる激化による

影響を受けた結果、受注高は5億47百万円、売上高は4億47百万円となりました。  
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、226億5百万円となり、前連結会計年度末比9億12

百万円の減少となりました。その主な要因は、売上債権の減少（22億75百万円）などによるもので

あります。 

 総負債は、112億25百万円となり、前連結会計年度末比7億10百万円の減少となりました。主な要

因は、借入金の減少（5億30百万円）、仕入債務の減少（4億46百万円）などによるものでありま

す。正味運転資本（流動資産から流動負債を控除した金額）は38億35百万円であり、流動比率は前

連結会計年度末と比べ3.5％増加し、148.8％となりました。 

 純資産は、113億79百万円となり、前連結会計年度末比2億2百万円の減少となりました。自己資本

比率は前連結会計年度末と比べ1.1％増加し、50.2％となりました。   

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期の業績は概ね当初予想どおりに推移しており、業績予想の修正はありません。  

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を行わず、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっておりま

す。 

②  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において

使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① イ  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び

「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用

しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成して

おります。 

  ロ  通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法

によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸

借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は、それぞれ57,287千円増加しております。  

②  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13

号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号）が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から早期適用するこ

とができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を

適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につい

ては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 この変更による損益に与える影響は、軽微であります。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,621,415 2,680,118

受取手形及び売掛金 5,387,746 7,663,282

商品 340,048 451,836

仕掛品 1,785,825 1,019,521

貯蔵品 4,448 6,398

繰延税金資産 930,461 893,621

その他 674,988 302,139

貸倒引当金 △41,328 △65,665

流動資産合計 11,703,605 12,951,252

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,949,283 3,956,182

土地 4,114,051 4,114,051

その他（純額） 562,183 176,081

有形固定資産合計 8,625,518 8,246,315

無形固定資産 312,929 322,570

投資その他の資産   

投資有価証券 331,107 327,135

敷金及び保証金 764,432 768,033

繰延税金資産 426,463 473,207

その他 875,758 862,735

貸倒引当金 △434,656 △433,154

投資その他の資産合計 1,963,106 1,997,956

固定資産合計 10,901,554 10,566,842

資産合計 22,605,159 23,518,094

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,172,798 2,619,749

短期借入金 3,700,000 4,200,000

1年内返済予定の長期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 30,040 96,312

賞与引当金 421,176 840,640

その他 1,423,677 1,037,262

流動負債合計 7,867,693 8,913,965
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 1,950,000 1,980,000

退職給付引当金 744,420 709,963

役員退職慰労引当金 329,973 331,402

その他 333,140 －

固定負債合計 3,357,535 3,021,366

負債合計 11,225,228 11,935,331

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,538,300 2,538,300

資本剰余金 3,047,780 3,047,780

利益剰余金 5,747,295 5,939,985

自己株式 △86 △86

株主資本合計 11,333,289 11,525,978

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 21,310 14,415

繰延ヘッジ損益 △4,760 4,943

評価・換算差額等合計 16,550 19,359

少数株主持分 30,092 37,424

純資産合計 11,379,931 11,582,762

負債純資産合計 22,605,159 23,518,094
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

売上高 7,339,758

売上原価 6,381,656

売上総利益 958,102

販売費及び一般管理費  

役員報酬 36,201

執行役員報酬 19,743

給料手当及び賞与 466,904

賞与引当金繰入額 47,730

福利厚生費 63,693

通信交通費 51,838

業務委託費 53,415

賃借料 64,369

その他 223,237

販売費及び一般管理費合計 1,027,136

営業損失（△） △69,034

営業外収益  

受取配当金 621

負ののれん償却額 2,613

持分法による投資利益 71

受取手数料 2,400

その他 2,500

営業外収益合計 8,206

営業外費用  

支払利息 29,044

その他 358

営業外費用合計 29,403

経常損失（△） △90,231

特別利益  

貸倒引当金戻入額 22,835

その他 1,188

特別利益合計 24,024

特別損失  

固定資産除却損 3,279

特別損失合計 3,279

税金等調整前四半期純損失（△） △69,485

法人税、住民税及び事業税 6,300

法人税等調整額 5,174

法人税等合計 11,474

少数株主損失（△） △18

四半期純損失（△） △80,940
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △69,485

減価償却費 115,381

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,835

賞与引当金の増減額（△は減少） △419,463

退職給付引当金の増減額（△は減少） 34,456

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,429

受取利息及び受取配当金 △621

支払利息 29,044

持分法による投資損益（△は益） △71

売上債権の増減額（△は増加） 2,329,492

たな卸資産の増減額（△は増加） △652,482

仕入債務の増減額（△は減少） △446,951

その他 △90,338

小計 804,694

利息及び配当金の受取額 621

利息の支払額 △28,490

法人税等の支払額 △49,957

営業活動によるキャッシュ・フロー 726,868

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △96,456

無形固定資産の取得による支出 △70,476

その他 901

投資活動によるキャッシュ・フロー △166,031

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △500,000

長期借入金の返済による支出 △30,000

配当金の支払額 △77,552

その他 △11,986

財務活動によるキャッシュ・フロー △619,539

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △58,702

現金及び現金同等物の期首残高 2,680,118

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,621,415
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。ま

た、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 



「参考資料」 

前四半期に係る財務諸表等 

  
（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  
   前第１四半期連結累計期間（平成19年４月１日～６月30日） 

                        （単位：千円、端数切捨て） 

  

科  目 

前四半期 

平成20年３月期 

第１四半期 

金 額 百分比 

    ％ 

Ⅰ 売上高 7,225,225 100.0 

Ⅱ 売上原価 6,049,397 83.7 

売上総利益 1,175,827 16.3 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,100,009 15.2 

営業利益 75,818 1.1 

Ⅳ 営業外収益 12,533 0.2 

Ⅴ 営業外費用 38,303 0.6 

経常利益 50,047 0.7 

Ⅵ 特別利益 132 0.0 

Ⅶ 特別損失 81,553 1.1 

税金等調整前四半期純損失 31,374 △0.4 

法人税、住民税及び事業税 6,322 0.1 

法人税等調整額 10,688 0.2 

少数株主利益 1,761 0.0 

四半期純損失 50,147 △0.7 



（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  
   前第１四半期連結累計期間（平成19年４月１日～６月30日） 

                      （単位：千円、端数切捨て） 

区 分 

前四半期 

平成20年３月期 

第１四半期 

金 額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

１．税金等調整前四半期純損失 △31,374 

２．減価償却費 99,694 

３．投資有価証券評価損 59,999 

４．売上債権の減少額 3,424,360 

５．たな卸資産の増加額 △786,240 

６．仕入債務の減少額 △768,664 

７．その他 △624,160 

小 計 1,373,615 

８．法人税等の支払額 △108,692 

９．その他 △16,164 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,248,757 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

１．有形固定資産の取得による支出 △98,085 

２．その他 △1,982 

投資活動によるキャッシュ・フロー △100,067 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

１．短期借入金純増加額 700,000 

２．長期借入金の返済による支出 △740,000 

３．配当金の支払額 △77,842 

４．自己株式の取得による支出 △21 

５．少数株主への配当金の支払額 △2,000 

財務活動によるキャッシュ・フロー △119,864 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 1,028,825 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 1,888,891 

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,917,716 



６．その他の情報 

  

（１）売上高及び受注の状況（連結） 

  

① 売上高 

（単位：千円、％） 

  

② 受注高 

（単位：千円、％） 

  

③ 受注残高 

（単位：千円、％） 

  

  

区分 

前第１四半期 

連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年６月30日 

当第１四半期 

連結会計期間 

自 平成20年４月１日 

至 平成20年６月30日 

対前年 

同期比 

前連結会計年度 

自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日 

売上高 構成比 売上高 構成比 売上高 構成比 

ITソリューション 3,978,624 55.1  4,107,862 56.0 － 19,249,851 55.5 

プロダクト 2,761,557 38.2 2,784,336 37.9 － 13,160,306 38.0 

小計 6,740,181 93.3 6,892,198 93.9 － 32,410,158 93.5 

システム機器販売 485,043 6.7 447,559 6.1 － 2,236,233 6.5 

合計 7,225,225 100.0 7,339,758 100.0 － 34,646,392 100.0 

  

  

区分 

前第１四半期 

連結会計期間 

自 平成19年４月１日 

至 平成19年６月30日 

当第１四半期 

連結会計期間 

自 平成20年４月１日 

至 平成20年６月30日 

対前年 

同期比 

前連結会計年度 

自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日 

受注高 構成比 受注高 構成比 受注高  構成比 

ITソリューション 3,936,470 63.3 4,271,999 58.8 － 18,283,397 55.6 

プロダクト 1,656,718 26.7 2,446,018 33.7 － 12,020,083 36.6 

小計 5,593,189 90.0 6,718,017 92.5 － 30,303,481 92.2 

システム機器販売 620,205 10.0 547,542 7.5 － 2,569,830 7.8 

合計 6,213,394 100.0 7,265,560 100.0 － 32,873,312 100.0 

  

  

区分 

前第１四半期 

連結会計期間末 

平成19年６月30日 

当第１四半期 

連結会計期間末 

平成20年６月30日 

対前年 

同期比 

前連結会計年度末 

平成20年３月31日 

受注残高 構成比 受注残高 構成比 受注残高 構成比 

ITソリューション 10,254,103 69.3 9,493,939 68.0 － 9,329,803 66.5 

プロダクト 3,741,240 25.3 3,367,538 24.2 － 3,705,855 26.4 

小計 13,995,343 94.6 12,861,477 92.2 － 13,035,659 92.9 

システム機器販売 796,236 5.4 1,094,655 7.8 － 994,671 7.1 

合計 14,791,580 100.0 13,956,132 100.0 － 14,030,331 100.0 
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